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1
課題の設

せっ

定
てい

（例）

小さな問い

（例）

自分の研究テーマについて、調べること（小さな問い）を考えましょう。

ウェビングをして、研究テーマを考えましょう。

➊ ワーク 1 で決めた自分の研究テーマについて、調べること（小さな問い）を考えましょう。テーマ
を決めた理由、解

かい

決
けつ

のための予想、キーワードなどを考えたり話し合ったりして決めましょう。友だ
ちや家族からもヒントをもらいましょう。

➊ウェビングの例を参考に、自分の研究テーマについて関連する言葉をつなげ、発想を広げましょう。

➋調べたい事がらを〇で囲み、自分の研究テーマとして「問い」の形で書きましょう。

ワーク 2

ワーク 1

テーマを考える
話し合ったりウェビングをしたりして、研究テーマを考えましょう。-1 災

さい
害
がい
が起きたらどうすればいいの？

テーマ

テーマ

ヒント

キーワード

解決の予想

水の汚れ地下水汚
お
染
せん

自
し
然
ぜん
破
は
壊
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森
しん
林
りん
伐
ばっ
採
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ゴミの量 産
さん
業
ぎょう
廃
はい
棄
き
物
ぶつ

有
ゆう
害
がい
物
ぶっ
質
しつ

大気の汚
よご
れ

二
に
酸
さん
化
か
炭
たん
素
そ

ゴミの増
ぞう
加
か

環
かん
境
きょう
問
もん
題
だい

はじめに、いくつかの大きな
方向を決めると、考えやす
くなります。

災害の様子や被
ひ

害
がい
の状況はどう

だったのか？

災害の原
げん
因
いん
は何

か？
災害が発生した
らどうすればい
いの？

災害への備
そな
えや

避
ひ
難
なん
計画を考え

よう！

小さな問い①

小さな問い②

小さな問い③

小さな問い④

小さな問い

① ② ③ ④
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陸
上
競
技
の
種
目

跳躍競技

マラソン

走り幅跳び

砲丸投げ

短距離走（100ｍ・200ｍ・400ｍ）

トラック競技

　　　　　 カキツバタ アヤメハナショウブ名前

育つところ

花びらの
根元部分

葉の脈

（　　　　　　　　　　） （　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　）

水

情
じょう

報
ほう

の活用

3 必要な情報を選んでまとめる
下線や印をつけて大事な情報を選び、表や図・絵などにまとめましょう。-4

調べたことをまとめるとき、体
たい

系
けい

表
ひょう

に表すとわかりやすくなります。次の文
を読んで、下の体系表にまとめましょう。

調べたことを表や絵・図にまとめるとわかりやすくなります。次の文を読ん
で、下の表にまとめましょう。ちがいに気をつけて絵の続きをかき、色をぬり、
名前を書きましょう。

ワーク 1

ワーク 2

　アヤメの仲間には、ハナショウブやカキツバタがあります。そのちがいはどこにあるでしょう。

　アヤメは水はけのよい場所に紫
むらさき

・ピンク・白色などの花を咲
さ

かせます。カキツバタは湿
しっ

地
ち

に青紫色など

の花を咲かせます。ハナショウブは湿
しめ

り気のある場所に青や紫、白色などの花を咲かせます。

　花びらはどれも3枚が大きくたれ下がり、3枚が小さく立っています。アヤメは花の根元部分に、あみ

目もようがあり、カキツバタは細長い白いすじがあり、ハナショウブは黄色いすじがあります。

　ハナショウブの葉は真ん中に「脈」があり、この脈がはっきりして目立ちます。アヤメの葉ははばが細く、

脈が目立ちません。カキツバタの葉は脈がなく、葉のはばは最も広くなっています。

　陸
りく

上
じょう

競
きょう

技
ぎ

は、競技場内のトラックに囲まれた内側部分を使って行うフィールド競技と、トラックのコー

スを走るトラック競技、競技場を出て一般の道路を使って行うロード競技の3つに分けられます。

　フィールド競技は、跳
ちょう

躍
やく

競技と投てき競技に分けられます。跳躍競技には、走り幅
はば

跳
と

び、走り高跳び、

三段跳び、棒高跳びがあり、投てき競技には、砲
ほう

丸
がん

投げ、円
えん

盤
ばん

投げ、やり投げ、ハンマー投げがあります。

トラック競技には、短
たん

距
きょ

離
り

走
そう

（100ｍ・200ｍ・400ｍ）中距離走（800ｍ・1500ｍなど）長距離走（5000

ｍ・1万ｍなど）、ハードル競走、リレーレースなどがあります。ロード競技には、マラソン・競歩・駅伝・

クロスカントリーレースなどがあります。

陸上競技の種目の体系表
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学習記録カード

◎：よくできた　　　　　◯：できた　　　　　△：あまりできなった　　　　　×：できなかった
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15

➊あてはまるものに〇をつけましょう。 ➋感想・意見・アドバイス

➍学習記録をふりかえり、気がついたことを書き、次の学習に役立てましょう。

（評価の基
き
準
じゅん
　A：よくできた　　B: まあまあできた　　C: あまりできなかった　　D: 見直しが必要）

➊学習テーマ

➋最後に何にまとめますか ?

➌学習ステップに沿
そ

って、開始日・終了日・評価・ふりかえりを記録しましょう。

さんへ より

課題がいいですね。
複数の資料や方法を使って調べていますね。
引用がしっかり区別されていますね。
図や表、写真などの使い方がいいですね。
課題がしっかり解

かい

決
けつ

されていますね。
意見に説得力がありますね。
わかりやすく、ていねいにまとめていますね。

学習ステップ 終了日開始日 評価 ふりかえり

テーマを決める
小さな問いを決める

調べ方を考える
計画を立てる

情報を集める

情報を整理し考える
テーマへの答えを出す

調べたことをまとめる
発表する

学習をふりかえる
新しい問いを見つける

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

A B C D

A B C D

A B C D

A B C D

A B C D

A B C D

まとめと情
じょう

報
ほ う

発
は っ

信
し ん

4
「学習記録カード」に自分の学習を記録していきましょう。ワーク 1

学習の過
か

程
て い

と結果を評
ひょう

価
か

する
自分の学習を記録し、ふりかえりましょう。何ができるようになりましたか？-5

自分が疑
ぎ
問
もん
に思ったことを課題にすることができる。

本や新聞、インターネットなど、複数の資
し
料
りょう
や方法で調べることができる。

目次やさくいんの使い方がわかり、早く探すことができる。

見学・インタビュー・アンケートなどの調べ方がわかる。

情報カードや写真などに記録することができる。

引用と要約の違
ちが
いがわかり、使い分けができる。

わかりやすい方法を選んで、発表資料を作ることができる。

小さな問いを複
ふく
数
すう
考えることができる。

図書館での本の探
さが
し方がわかる。（日本十進分類法）

インターネットで信
しん
頼
らい
できるサイトを選んで調べることができる。

自分の意見と人の考えを区別してまとめることができる。

複数の情報を整理したり比
くら
べたりすることができる。

図や表、グラフなども使ってまとめることができる。

わかりやすく発表することができる。

友だちの発表を聞き、みんなで話し合ったり考えたりすることができる。

友だちががんばっていることを評価し感想を交かんしましょう。ワーク 3

どんなことができるようになりましたか？ 下の記号で評価しましょう。ワーク 2
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取り出した図書
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↓
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メディアの使
つか

い方

2

（ななはちさん）7 8 3
芸術・体育7 スポーツ・体育8 球技3

4 5

0
全般
ぜん ぱん

6

7

8
91

2

3

70　 芸術・美術 780　 スポーツ・体育

781　（　　　　　　  ）

782　（　　　　　　  ）

783　（　　　　　　  ）

784　冬季競技

785　（　　　　　　  ）

786　 戸外レクリエーション

787　 釣魚・遊猟

788　 相撲・拳闘・競馬

789　（　　　　　　  ）

71　（　　　　　  ）

72　（　　　　　  ）

73　（　　　　　  ）

74　（　　　　　  ）

75　工芸・デザイン

76　（　　　　　  ）

77　（　　　　　  ）

78　（　　　　　  ）

79　茶道・花道・室内遊び

芸術・
体育

780
スポーツ・
体育

分類記号の読み方

1
2
3
4
5
6
7
8
9

0 全般・百科事典

（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）
（　　　　　　　　）
（　　　　　　　　）
（　　　　　　　　）
（　　　　　　　　）
（　　　　　　　　）
芸術・体育
（　　　　　　　　）

び  じゅつ

び  じゅつ

さ どう

とう　き　 きょう　ぎ

ちょう ぎょ ゆう りょう

けんとうす も う

きゅう　ぎ

次のラベルが付いている図書を探
さが

し、書名・著者名を書きましょう。ラベル
の空らんにも記入しましょう。

次のようなラベルが付いた本があります。本だなに並んでいる順番を の中
に書きましょう。

本だなの本は【図1】のように並んでいます。【図2】の本だなの①～④の次は、
それぞれどこに続くか、記号を書きましょう。

ワーク 3

ワーク 4

ワーク 5

下の0～ 9の内
ない

容
よう

やあいているところの（　　　）をうめて、分類表を完成
させましょう。

ワーク 2

①の次は（ 　　　）②の次は（ 　　　）③の次は（ 　　　）④の次は（ 　　　）

学校図書館を利用する
日
にっ

本
ぽん

十
じっ

進
しん

分
ぶん

類
るい

法
ほう

（NDC）の仕組みや本の並
なら

べ方を調べましょう。

え きか くう けおいあ ①

C B G H

D
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L

J

N
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【図1】 【図 2】

学校図書館にある図書を 1冊
さつ

取り出してみましょう。その図書にはってある
ラベルを書き写し、どんな意味があるのか考えてみましょう。

ワーク 1

-1

書　名

著
ちょ

者
しゃ

名
めい

発行所 全　体

ラベルには何が書かれて
いるでしょう？

→【　　　　　　　　  記号 】

→【　　　　　　　　  記号 】

→【　　　　　　　　  記号 】

→【　　　　　　　　  記号 】

書　名

書　名

書　名

著者名

著者名

著者名

933

446

289

1




